





































































































































































８月28 ～ 30日は漁網の整理、９月23 ～ 24日は４
グループに分かれて田んぼの泥かき・個人宅泥か
き・個人宅草刈り・拾得物洗浄を行いました。ま
た、気仙沼以外では８月に大槌町教育委員会を通
して子ども達への学習支援活動を行いました。
　気仙沼での継続的な活動により現地の方々とも
顔見知りとなり、連絡や活動もスムーズに行える
ようになってきておりましたが、復旧復興が進む
中でボランティアニーズも変化していきました。
９月からは団体でのボランティア受付が見送られ
るようになり、また１日の活動者数も上限が設け
られるようになってきたことから、本学としては
気仙沼へのボランティアバスについて一区切りと
することにしました。
　なお、これらの活動については大和証券福祉財
団、赤い羽根共同募金会、日社大教職員労働組合
からの助成金により実施できましたことに心より
感謝申し上げます。
学生主体で実施したクリスマスボランティアバス
　大学としてのボランティアバスは一旦中断しま
したが、11月に入り学部１年生数名から被災地に
行きたいとの相談を受けました。これまでのボラ
ンティアバスに参加したメンバーであり「被災地
の子ども達に楽しい時間を届けたい。そのために
クリスマス会を被災地で行いたい」とのことでし
た。今までは大学側で企画した活動に学生達が参
加する形であり、学生の主体的な活動を支援する
というものではありませんでした。しかし、今回
は学生達からの動きであり、たとえ大学からの補
助がなくても自分達で企画し実行するという思い
と行動力があれば支えたいと考えました。活動の
受け入れ先を探す際には、その地域の社会福祉協
議会に相談することだけを助言したところ、自分
達で各地に連絡をとり、最終的に東松島市と気仙
沼市大島での受け入れが決まり、当日の企画につ
いて丁寧に話し合いを重ねるに至りました。大学
として学生達の思いを支えるべく、災害対策本部
の会議にて大学のボランティアバスとして位置付
けることを決定して頂き、12月25 ～ 27日に１年
生８名による被災地でのクリスマス会を実現する
ことができました。後日の報告会では参加したメ
ンバー達も最初は本当にできるのだろうかという
不安な気持ちでいっぱいだったことを打ち明けて
いましたが、子ども達の笑顔に支えられ、楽しい
時間を共有できたことは、やろうと思う強い気持
ちがあれば実現できることがあるということを学
ぶ機会となりました。
　そして年が明け、学生達は「また来てね」と言っ
ていた子ども達の気持ちを大事にしたいとの思い
から、３月26 ～ 28日に再び東松島市と気仙沼市
大島を訪れ、あそびの会を行うに至りました。子
ども達との再会は、初回の活動以上に重要な意味
を持つものであり、そのつながりの大切さは学生
達の人生にしっかりと刻まれたことと思います。
おわりに
　震災から日々月日が経っていく中、このセン
ターの活動を通して被災地への支援のあり方を考
えさせられることが多くありました。「必要な支援
は相手を生かし、必要以上の支援は相手の力を奪
う」という視点が、被災地でのボランティアにお
いていかに大切であるか、そしてこれこそがソー
シャルワークの本質であることを痛感しました。
　この災害支援ボランティアセンターの立ち上げ
から活動がスムーズに展開できたのは、日本の
ソーシャルワーク発展のために尽くされた故髙橋
学長の全面的な支えがあってのことでした。深心
よりお礼申し上げます。ありがとうございました。
【災害支援ボランティアセンター活動状況】
　対策本部の下に設置された災害支援ボランティ
アセンターにおいては、①被災地および後方支援
におけるボランティア情報の収集、②学生・教職
員への災害支援ボランティアに関する情報の提
－ 112 －
供、③災害支援に関するボランティアコーディ
ネート、④被災地における卒業生の状況把握及び
ボランティアニーズの収集、⑤災害支援ボラン
ティアを行う学生の登録、⑥関係機関との連絡調
整、⑦被災者への支援、その他、目的を達成する
ために学長が必要と認める事業をおこなった。
　災害支援ボランティアバスを８回運行し、参加
者のべ人数は、教員７名、学生９５名、職員７名
であった。ボランティアバスの運行にあたっては、
大和証券福祉財団の「災害時ボランティア活動助
成」ならびに中央共同募金会の「災害ボランティ
ア・NPO活動サポート募金」の助成を受けること
ができた。
　また、本学卒業生からの依頼で福祉避難所「にっ
こう」での生活支援ボランティアとして学生が５
回、のべ人数７名が活動した。
　学内で行った募金については、中央共同募金会
へ寄付した他、宮城県内の保健センターへの乳幼
児健診用体重計の寄贈に活用させて頂いた。
＜災害支援ボランティアバス活動状況＞
第１回
　日程　　　2011年６月10（金）～11日（土）
　　　　　　車中１泊
　活動場所　宮城県気仙沼市
　受入機関　気仙沼市災害ボランティアセンター
　活動内容　建物屋内屋外の片付け
　参加者　　 菱沼幹男専任講師（引率者）、
　　　　　　学生18名、職員２名、一般１名
６月気仙沼（旅館片付け）
第２回
　日程　　　2011年７月８日（金）～９日（土）　
　　　　　　車中一泊
　活動場所　宮城県気仙沼市
　受入機関　気仙沼市災害ボランティアセンター
　活動内容　建物屋内屋外の片付け、泥かき
　参加者　　 菱沼幹男専任講師（引率者）、
　　　　　　学生17名、職員１名
７月気仙沼（公園泥かき）
第３回
　日程　　　2011年８月３日（水）～６日（土）
　　　　　　ユースホステル３泊
　活動場所　岩手県大槌町
　受入機関　大槌町教育委員会
　活動内容　中学生への学修支援、薪割り
　参加者　　内田宏明専任講師（引率者）、
　　　　　　学生12名
第４回
　日程　　　2011年８月28日（日）～30日（火）
　　　　　　車中１泊、旅館１泊
　活動場所　宮城県気仙沼市
　受入機関　気仙沼災害ボランティアセンター
　活動内容　漁網の整理・金具外し、ガレキ運搬
　参加者　　菱沼幹男専任講師（引率者）、
　　　　　　学生23名
８月気仙沼（漁網片付け）
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第５回
　日程　　　2011年９月23日（金）～24日（土）
　活動場所　宮城県気仙沼市
　受入機関　気仙沼市災害ボランティアセンター
　活動内容　泥かき、草取り
　参加者　　菱沼幹男専任講師（引率者）、
　　　　　　学生10名、職員４名
９月気仙沼（拾得物洗浄）
第６回
　日程　　　2011年12月25日（日）～27日（火）
　　　　　　車中１泊、旅館１泊
　活動場所　宮城県気仙沼市、東松島市
　受入機関　気仙沼市・東松島市社会福祉協議会
　活動内容　仮設住宅でのクリスマス会
　参加者　　岡崎利治実習講師（引率者）、
　　　　　　学生８名
第７回
　日程　　　2012年３月26日（月）～28日（水）
　　　　　　車中１泊、旅館１泊
　活動場所　宮城県気仙沼市、東松島市
　受入機関　気仙沼市・東松島市社会福祉協議会
　活動内容　仮設住宅での　春休み　あそびの会
　参加者　　岡崎利治実習講師（引率者）、
　　　　　　学生７名
＜福祉避難所「にっこう」支援＞
　活動場所　栃木県日光市
　受入機関　デイサービスセンターふれあいの杜
　活動内容　避難者への生活支援
第１回　日程　　2011年６月４日（土）～５日（日）
　　　　参加者　学生２名
第２回　日程　　2011年６月18日（土）～19日（日）
　　　　参加者　学生１名
第３回　日程　　2011年６月25日（土）～26日（日）
　　　　参加者　学生１名
第４回　日程　　2011年７月９日（土）～10日（日）
　　　　参加者　学生２名
第５回　日程　　2011年７月23日（土）～24日（日）
　　　　参加者　学生１名
＜宮城県内保健センターへの体重計寄贈＞
仲介機関　宮城県子ども総合センター
寄贈先　　石巻市北上総合支所保健センター
石巻市雄勝総合支所保健センター
塩竃市保健センター
南三陸町保健センター
女川町保健センター
東松島市保健センター
